
４．ＰＦＩによる施設整備で取得した資産のサービス部分の対価の支払予定額は以下のとおりで
す。なお、支払予定額は事業期間中の物価変動に対応して改定されます。 （単位：千円）

件 名 一年以内支払予定額 一年を超える支払予定額

京都大学（南部）医薬系総合研究棟施設整備
事業

78867 276037

Ⅴ．減損会計関係
１．減損を認識した固定資産
 減損を認識した固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額の概要 （単位：千円）

用 途 種 類 場 所 帳簿価額 備 考

教育・研究 建物 農学部資料館
京都市左京区北白川追分町

8

教育・研究 構築物 演習林材鑑室
京都市左京区北白川追分町

136

教育・研究 構築物 阿武山観測所山崎観測室
兵庫県姫路市安富町三森

56

 減損の認識に至った経緯
除却することを決定したため、減損を認識しております。

 減損額のうち主要な固定資産ごとの内訳 （単位：千円）

場 所 種 類 損益計算書に計上
した減損額

損益計算書に計上
していない減損額

農学部資料館 建物 8 

演習林材鑑室 構築物  136

阿武山観測所山崎観測室 構築物  56

 回収可能サービス価額の算定方法
備忘価額を用いております。

２．減損の兆候が認められた固定資産
 減損の兆候が認められた固定資産の用途、種類、場所、帳簿価額の概要 （単位：千円）

用 途 種 類 場 所 帳簿価額

福利厚生 土地 桂職員宿舎（敷地）
京都府京都市西京区下津林六反田

500000
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９．外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処
理しております。
10．リース取引の会計処理方法

リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る
方法に準じた会計処理によっております。
また、リース期間の中途において契約を解除することができないオペレーティング・リース取
引の未経過リース料は以下のとおりです。
貸借対照表日後一年以内のリース期間に係る未経過リース料 164695千円
貸借対照表日後一年を超えるリース期間に係る未経過リース料 769339千円

11．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
手許現金及び要求払預金としております。

12．消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理方法は、税込方式によっております。

13．表示単位
千円未満を切り捨てて表示しております。

Ⅱ．貸借対照表
１．当法人が有している土地の一部（23400000千円）及び建物の一部（27764673千円）を大学改
革支援・学位授与機構長期借入金（34946452千円）の担保に供しております。
２．運営費交付金から充当されるべき賞与の見積額は、4237140千円です。
３．運営費交付金から充当されるべき退職給付の見積額は、37376196千円です。

５．利益剰余金のうち、法人移行時における固有の会計処理等に起因するもの
 国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合いの
資産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額の累計 60303464千円
当該借入金により取得した資産の減価償却費の累計 46502739千円

                                          
利益剰余金に与える影響額（差引き） 13800725千円

 国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの収益化額が
二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産について、承継時に負債として計上していた額のうち、資
産の減価償却費が診療経費に分類されるものに関する当該負債の収益化累計額 2432653千円
 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる未収附属病院収入のうち、国
からの出資でなく譲与としたことによるもの 982387千円
 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる医薬品及び診療材料について、
国からの出資でなく譲与としたことによるもの 745226千円

       

17960992千円
６．未収附属病院収入に含まれる契約資産の総額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。
７．前受金に含まれている契約負債の総額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

Ⅲ．損益計算書
１．当期総利益のうち、法人移行時における固有の会計処理等に起因するもの
国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合いの資
産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額 2784015千円
当該借入金により取得した資産の減価償却費 2884491千円

                                           

当期総利益に与える影響額（差引き） 100475千円
２．中期計画等で想定した業務運営を行ったにもかかわらず生じた減損額は、８千円です。
Ⅳ．キャッシュ・フロー計算書
１．資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳
現金及び預金 81075222千円
うち定期預金 31000000千円

                                           

資金期末残高（差引き） 50075222千円
２．重要な非資金取引
現物寄附による資産の取得 2526422千円
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
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